
◆ レイアウト試運転用 ポート番号 I/O設定 接続先 HIGH時
LOOP ◆ 最初の部分にS2チェックを挿入する。 GP0 OUT LED R 点灯

GP1 OUT LED Y 点灯
GP2 OUT LED G 点灯

ON GP3 IN S2 ON
OFF GP4 OUT リレー 非通電

STAGE1 GP5 IN S1 ON チェックポイントでのアセンブラ記述

①
D ダブルチェック delay1msを呼びだす ON

OFF 実質は3ｍｓ OFF

  ON btfsc GPIO,5
goto ①

STAGE2 delay100msを呼び出す ………
実質は600ms

①
OFF

◆ 列車はいない。 ON

S1チェック ⇒ OFF btfss GPIO,5
信号出力　LOW goto ①

D ………
ON ◆ 列車が存在する

 OFF S1チェック ⇒ ON
信号出力　HIGH ①

ON

OFF

STAGE3 ◆ 列車はいない。 btfsc GPIO,3
S2チェック ⇒ OFF goto ①

ON 信号出力　LOW ………
OFF STAGE6

◆ 列車が存在する
S2チェック ⇒ ON ①
信号出力　HIGH OFF

D ON

OFF OFF btfss GPIO,3
ON ON goto ①

STAGE4 ………

STAGE5

ON STAGE7

OFF

STAGE8

D

ON ON

OFF OFF

プログラム名 ATS-test-3-5 . asm

S1センサ：通過センサ

S２センサ：前方の通過センサ

ポートの状態

2018/10/22

delay

delay 0.6s

S1をチェック

S1をチェック

S2をチェック

S2をチェック

メイン制御に戻る

S1をチェック

S2をチェック

S1をチェック

S2をチェック

メイン制御

S1をチェック

S1をチェック

S2をチェック

S2をチェック

チェックポイントに列車が来た。

列車は通過した。

後方から列車が来たので止める。

前方のチェックポイントに

列車が到達した。

後方から列車が来

たので止める。

列車が前方区

間を出た。

S2をチェック 前方のチェックポイントに列

車いるので注意せよ。

信号機を通過したので、これ以後はこの区

間を閉塞する。

前方の区間は進入OKである。
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